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技術（工法）の概要

技術（工法）の特徴

ガイアスーパーパイル工法は、先端部に杭径に比して1.96～ 3.06倍の大きさの水平軸に対して、15°の角
度を持つ2枚の半円形の拡翼を設けた鋼管杭です。直接地面に回転貫入させて、支持杭とする工法で、先端拡翼
の効果により、従来の鋼管杭と比して、大きな押込み支持力並びに引抜抵抗力が得られます。
杭径114.3mm～ 457.2mm、拡翼径は300mm～ 1200mmを小型専用施工機械で施工します。これま
で施工が出来なかった狭隘な現場や上空制限のある現場でも杭の施工を可能にしました。

1. 環境に配慮した工法です。　　　　　　　　　　　
・回転貫入工法は、無排土での施工が可能であり、産業廃棄物は発生しません。

2. 安定した支持力性能を発揮する工法です。　　　　
・先端拡翼の効果により小口径でありながら大きな押込み支持力、引抜き抵抗力を発揮します。
・独自の拡翼取付方法により、先端溶接強度の増大を図りました。

3. 安定した杭を施工する工法です。　　　　　　　　
・試験杭より求めた支持層到達指標値と照合して支持地盤まで施工できます。
・杭鋼管は JIS に規定された（G3444）鋼管であり、品質が安定しています。

4. 小型施工機械での確実な施工のできる工法です。　
・	小型で高トルクの施工機械を使用するため、狭い搬入路、施工現場、上空制限のある現場（高架下等）など、
限定された施工条件に対応できます。
・汚水処理プラント設備等が不要なので、省スペースでの施工が可能です。
・杭材は小型トラックで搬入が可能です。

杭の形状

拡翼先端部

回転埋設工事



技術審査の結果の概要

｢ 杭先端の拡翼の効果により支持地盤まで回転貫入することができ、小口径の鋼管杭として所定の押込み支持力
および引抜き抵抗力が得られること ｣を確認しました。

拡翼の強度試験により、拡翼部で破損しないことを
確認しました。

施工時の排土状況を確認しました。

トルク等を計測することで支持層到達の確認をしま
した。

(1) 支持力特性(1) 支持力特性

(2) 拡翼の強度(2) 拡翼の強度

(3) 無排土(3) 無排土

(4) 施工管理(4) 施工管理

■技術審査の結果の概要 
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引抜き抵抗力（杭頭の極限引抜きみ抵抗力） 

【砂質土地盤】 

Pu ＝ 0.6π・Dw・［Σγi・Li+γ・H/2］ 

・H・β・tanφ＋U・Σ（Li・ｆi） 

 

【粘性土地盤】 

Pu＝π・Dｗ・H・C＋U・Σ（Li・ｆi） 

 

 

押込み支持力（杭頭の極限押込み支持力） 

Ru＝ Qu + Rf 

 

Qu：杭先端の極限押込み支持カ（kN） 

＝135N・Aw  

Rf：杭の周面摩擦力（kN） 

＝U・Σ（Li・fi） 

 

 

 

 

ﾄﾙｸ等を計測することで支持層到達の確認をしました。 

施工時の排土状況を確認しました。 

拡翼の強度試験により、拡翼部で破損しないことを確認しました。 

N  ：杭先端地盤の平均 N 値（ N≦50 ） 

Aw  ：拡翼径 Dw を直径とする円の面積（m２）  ＝π/4・Dw2 

U  ：鋼管の周長（m） =π・Dp 

Dw ：拡翼径の直径（m） 

Dp ：杭径（m） 

Li ：周面摩擦を考慮する層の層厚（m） 

fi ：周面摩擦を考慮する層の最大周面摩擦力度（kN/m２） 

γi：支持地盤から上の層の土の有効単位体積重量（kN/m3） 

γ ：支持地盤の土の有効単位体積重量（kN/m3） 

β ：砂質土の引抜係数         

φ ：支持地盤の内部摩擦角（°） 

H  ：支持地盤への根入れ長（m） 

C ：支持地盤の粘着力（kN/m２） 

 

 

 

最大周面摩擦力度 

土質種別 ｆi（kN/m２） 

砂質土 0.7N (2<N≦50) 

粘性土 0.6C または 2N (2<N≦50) 

砂質土の引抜係数 β 

φ 引抜き係数β 

30 1.48 

35 2.16 

40 3.38 

45 5.30 
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引抜き抵抗力（杭頭の極限引抜き抵抗力）
【砂質土地盤】
Pu = 0.6π・Dw・［Σγi・Li+γ・H/2］
  ・H・β・tanφ+U・Σ（Li・fi）

【粘性土地盤】
Pu = π・Dw・H・C+U・Σ（Li・fi ）

押込み支持力（杭頭の極限押込み支持力）
Ru =Qu+Rf

Qu ：杭先端の極限押込み支持カ（kN）
  =135N・Aw 
Rf ：杭の周面摩擦力（kN）
  =U・Σ（Li・fi ）

N ：杭先端地盤の平均 N 値（N ≦ 50）
Aw ：拡翼径 Dw を直径とする円の面積（m2）　＝π /4・Dw2

U ：鋼管の周長（m）　= π・Dp
Dw ：拡翼径の直径（m）
Dp ：杭径（m）
Li ：周面摩擦を考慮する層の層厚（m）
fi  ：周面摩擦を考慮する層の最大周面摩擦力度（kN/m2）
γi ：支持地盤から上の層の土の有効単位体積重量（kN/m3）
γ ：支持地盤の土の有効単位体積重量（kN/m3）

β ：砂質土の引抜係数
φ ：支持地盤の内部摩擦角（°）
H ：支持地盤への根入れ長（m）
C ：支持地盤の粘着力（kN/m2）

最大周面摩擦力度

土質種別 fi （kN/m2）
砂質土 0.7N （2<N≦50）
粘性土 0.6Cまたは2N （2<N≦50）

砂質土の引抜係数β

φ 引抜き係数β
30 1.48
35 2.16
40 3.38
45 5.30
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【砂質地盤】 

Pu ＝ 0.6π・Dｗ・［Σγi・Li+γ・H/2］・H・β・tanφ＋U・Σ（Li・ｆi） 

砂質土の引抜係数β 

φ 引抜き係数β 

30 1.48 

35 2.16 

40 3.38 

45 5.30 

【粘土質地盤】 

Pu＝π・Dｗ・H・C＋U・Σ（Li・ｆi） 

Dw :拡翼径の直径（ｍ） 

γi：支持地盤から上で地表から i 番目の層の土の有効単位体積重量（kN/ｍ3） 

Li ：支持地盤から上で地表から i 番目の層の層厚（ｍ） 

ｆi：支持地盤から上で地表から i 番目の層の最大周面摩擦力度（kN/ｍ２） 

γ ：支持地盤の土の有効単位体積重量（kN/ｍ3） 

β ：引抜係数。せん断すべり面の抵抗係数を表し、支持地盤の内部摩擦角に

応じて 

φ ：支持地盤の内部摩擦角（°） 

U  ：杭の周長（ｍ）              

 U＝π・Dp  

H  ：支持地盤への根入れ長（ｍ） 

C ：支持地盤の粘着力（kN/ｍ２）     

 C＝qu/２（kN/ｍ２） 

 

 

 

 

押込み支持力 

Ｒｕ＝Ｑｕ+Ｒｆ 

Ｒｕ：杭頭の極限押込み支持力（ｋＮ） 

Ｑｕ：地盤から決る杭の先端極限押込み支持カ（ｋＮ）    

Qu＝135N・Aw  

N   ：杭先端地盤の平均 N 値（ Ｎ≦５０ ） 

Aw  ：拡翼の径 Dw（ｍ）を直径とする円の面積（ｍ２）   

 Aw＝π/４・Dw2 

Ｒｆ：杭の周面摩擦力（ｋＮ） 

Ｒｆ＝Ｕ・Σ（Ｌｉ・ｆｉ） 

Ｒｆ：杭の周面摩擦力（ｋＮ） 

Ｕ  ：鋼管の周長（ｍ）       

Ｕ=π・Dp 

Dｐ ：杭の軸径（ｍ） 

Li  ：周面摩擦を考慮する層の層厚（ｍ） 

ｆi ：周面摩擦を考慮する層の最大周面摩擦力度（kN/ｍ２） 

ただし、拡翼上方の局所せん断破壊領域を想定して H≦2.5Dw とする 

 

土質種別 ｆｉ（kN/ｍ２） 

砂質土 0.7N (2<N≦50) 

粘性土 0.6C または 2N (2<N≦50) 
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施工時の排土状況を確認しました。 

拡翼の強度試験により、拡翼部で破損しないことを確認しました。 
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技術（工法）の適用範囲

貫入方法 小型回転圧入施工機による回転圧入

支持地盤種別 砂質土（砂・砂礫）、粘性土

支持層の定義 砂、砂礫であり N 値が 30 以上である地盤
粘性土であり、N 値が 20 以上である地盤

支持層への根入れ 原則として拡翼径 1Dw 以上

杭
（一般部）

外径
Dp　φ114.3mm ～φ457.2mm
但し、杭径 267.4mm 未満の杭は、基準変位 15mm 以下の水平変位制限をう
ける構造物には適用しない。

材質 STK400,STK490

拡翼
外径 Dw　φ 300mm ～ 1200mm

材質 SM490A

掘削刃 材質 SS400

ガイアパイル東日本株式会社	 〒 462-0051　愛知県名古屋市北区中切町一丁目44番地の1

報告書（技術審査の詳細）の入手を希望される方は下記までお問い合わせ下さい。

法 人 名	 ガイアパイル東日本株式会社	
住  　所	 〒 462-0051　愛知県名古屋市北区中切町一丁目44番地の1
Ｔ Ｅ Ｌ	 052-913-5500� ＵＲＬ　http://www.gaiapile-east.com/index.html

依頼者

技術内容及び報告書の入手に関するお問合せ先

標準的な杭径と拡翼径 杭形状

杭径
(mm)

拡翼径
(mm)

318.5 650

700

750

355.6 750

800

406.4 800

850

900

950

1000

1050

1100

457.2 900

950

1000

1050

1100

1150

1200

杭径
(mm)

拡翼径
(mm)

114.3 300

350

139.8 350

400

165.2 350

400

450

190.7 450

500

216.3 500

550

600

650

267.4 550

600

650

700

750

800


